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1．共通的な保全の課題

　日本製造業のこれまでの強さは、おそらく歴史的にも非常に

特殊な出来事であったと思われます。

　狭い国土に込み入ったプラントを建設し、考え・判断する「現

場」が新・旧つぎはぎの設備と格闘しながら、長期に渡り成し

得てきた強さです。この功績は、多くの優秀な人材を配した広

い意味での「保全」が支えてきた歴史といえるでしょう。

　しかし、時代は大きく変わりつつあります。産業全体の構造

的な変革の波が押し寄せており、経営から現場までが一つに

なって荒波を航海する時代となってきました。

　このとき、これまでの反映を支えてきた保全の「現在の課題」

を解決することが、新時代へ向けた最重要事項といえるのでは

ないでしょうか。

保全

設計や運転（操業）とかみ合わない

経営から遠い・・ デジタル化が
遅れている

困った…
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2．「仕組み」で課題を解決する

　前項の共通的な保全の課題は、いわばこれまでの「繁栄した

歴史の闇」に相当します。ここを解決しなければ、“次” へ行く

ことはできませんが、手強く根の深い問題でもあります。保全

とは「壊れたら修理するもの」、保全係りは修理やさん－－こう

した “天動説” 的な認識から、まず卒業する必要があります。

　より経営に資する保全として、設備の全ライフサイクル（設

計から保全まで）を健全に保つというスコープで見たいもので

す。この視野から保全が果たすべき「機能」を明らかにし、組

織的にコトに当たる「仕組み」が必要になります。

「経営と保全がつながる」「保全データのデジタル化と情報化が

進む」「設計－運転－保全が一体化する」－－これらを自然に進

めていける「仕組み」でなければ、課題は解決できません。

設計－運転－保全が
一体となる仕組み

保全
「仕組み」で進める

経営と保全が
つながる仕組み

保全情報化が
進む仕組み

これだ！
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投資・予算管理 保全方針

保全要員管理

データ総合分析 リスクマネジメント

ロス・リスク管理 経営ビジョン

保全計画管理

保全実行管理

維持・更新投資

能力評価・役割分担

保全方式

保全情報管理

工場経営
マネジメント

保全技術
マネジメント

保全
要素技術

非破壊検査

センシング

ロボット設備

潤滑技術

検査・整備技術
（保全技術）

設備更新・改善

運転監視技術

安全技術等 ・
・
・

保全水準評価

劣化
総合評価

保全経営

計画的保全日常的に
技術が向上する
「計画的保全」の
PDCAサイクル

リスクとコストの
バランスを目指す
「保全経営」のマネジメント

設備の経年化を克服する
劣化総合評価（リスク評価と重要度設定）

設備の
日常的変化に
対応

設備の
長期的変化に
対応

激動する
経営環境の
変化に対応

AI DB

AI

IoTICT
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3．「仕組み」が対応する 3 つの側面

　前述のように根深い課題を解決するには、以下の 3つの側面

に対応する保全の「仕組み」が必要といえます。

①激動する経営環境の変化への対応

　現在の経営環境では、ROA（資産回転率）等の短期的な経営

指標の向上が求められる一方、企業や製品の「ブランド価値」

は長期的信用等のもとに形成されるので、ブランド価値の永続

性（サステナビリティ）は長期の展望でみる必要があります。

短期的経営指標の向上と長期的価値の維持という相反する要素

を、アウフヘーベン（止揚）しての意思決定が経営に求められ
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る時代－－そのときの「保全」機能とは何か、それを支える技

術と人材とは何か。リスクとコストのバランスを目指す「保全

経営」という視点からのマネジメントが必要です。

②設備の日常的変化への対応

　保全の実務は、経営的な「保全戦略」に基づき、実行内容を

決める「保全計画」から始まります。「保全計画」を受けて、

確実な「保全実行」として保全が実施されます。この結果によ

り「保全評価」が行われ、次の「保全計画」を決めます。設備

管理の管理サイクル PDCA（〔P〕：計画（Plan）、〔D〕：実行（Do）、

〔C〕：評価・分析（Check）、〔A〕：改善・反映（Action））の中

核がここにあります。「計画主導の保全の仕組み」が確立され

てはじめて、PDCA が回るといえます。保全 “作業” は、「保全

実行」のごく一部であることに気づく必要があります。

③設備の長期的変化への対応

　高経年化した設備ほど、予想外のトラブルやリスクを引き起

こします。また、管理数量が多く管理方法が難しい場合などは

更新投資や検査費用の莫大さが、経営の投資意思をにぶらせ、

結果としてさらにリスクが増大することがあります。この傾向

は国内だけでなく、海外生産拠点においても起こり始めている

問題です。管理技術的にも設備技術的にも困難な、設備劣化の

評価（劣化総合評価）と対策には、新技術も積極的に導入し、

①「保全経営」および②「日常の計画主導の保全」と結びつい

て実施される必要があります。
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生産課題

経
営
課
題

保全経営

個別改善自主保全

教育・訓練

初期条件整備／ 5S

順法

環境 防災 安全 品質
財務

納期
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4．全体最適の「保全経営」

　工場経営における全体最適とは、設備に起因するロス・リス

クが経営全体に及ぼす影響をもっとも低減することを意味して

おり、顧客、周辺住民等ステークホルダーを対象としたコンプ

ライアンスを重視しつつ、企業利益の最大化を目的とします。

　モノづくりにおける工場経営は、現場の基礎力を土台として、

「設備管理」と「生産管理」の柱によって成り立っています。

したがって、全体最適を目指す「設備管理」は、経営からの課

題と生産上の課題を解決しながら、工場経営を支える太い柱で

あるべきです。

　こうした「設備管理」を達成するために、土台である現場の

力を含めた「保全経営」の仕組みづくりが必須といえます。
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5．経営の重心を安定させる「仕組み」

「保全経営」に基づく「計画主導の保全」の仕組みは、設備に

関わるさまざまなサイクルを有機的に結合することによって管

理の統合化を図ります。すなわち、“頭でっかち” の管理体質か

ら、脱却できるといえます。

　また、現場の水準を正確に把握することから、現場で真に必

要な資源（人・モノ・カネ）が明らかになります。

　これに従って必要十分な資源配分がなされ、“頭でっかち” か

ら “筋骨体質” へ変わることにより、「現場力」が向上します。

　経営の重心が下がり、安定した重心を保つことができます。

生産課題

経
営
課
題

個別改善自主保全

教育・訓練

初期条件整備／ 5S

順法

環境 防災 安全 品質
財務

納期
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生産課題

経
営
課
題

個別改善自主保全

教育・訓練

初期条件整備／ 5S

順法

環境 防災 安全 品質
財務

納期

倒れやすい！

安定重心へ！

重心

重心

管理を統合して
“頭でっかち” を脱却！

現場の水準を把握して
筋骨に栄養補給！

計画主導の
保全　

　
  保

全経営
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6．「仕組み」全体の姿

「保全経営」を実現するために、保全を構成する各機能が有機

的に結びついた「計画主導の保全」サイクル全体の姿は、以下

の図のように示すことができます。

「保全戦略策定」

現状調査
　『保全水準評価』の実施〕

現状調査
　『ロス・リスク評価』の実施〕

中長期資源
配分計画

危機管理体制
保全情報マネ
ジメント体制

生産トップ
↓

生産の全社方針

重点管理項目
抽出

全社の
保全方針

保全戦略

「保全計画作成」

設備の重要度設定

保全計画の作成

予備品管理計画

設備維持・更新
投資計画

保全評価指標
の設定

設備・機器の
リスクアセスメント

機器別管理基準
の作成標準

● 中・長期保全計画

● 「最終」年次保全計画
部位
単位

保全計画

対象設備の把握 機器リストの作成

「保全データ管理」

機器管理システム

保全長期計画システム

保全依頼システム

保全業務管理システム

保全実績評価システム
「保全予算」
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「保全計画」に基づき「保全実行」し、「保全評価」を経て、再び「保

全計画作成」に戻り、登録された「保全データ」が見直し修正

されます。これらのサイクルを回すことを、「計画主導の保全

システム」の実行と言うことができます。

「保全実行管理」

「保全の役割分担設定」

「保全教育・訓練」

保全計画

保全実行

・日常保全活動
・定期検査・整備工事
・故障削減活動
・改善活動
・MP設計活動
・変更管理

年度
計画

保全方式

中長期

保全計画

検査成績書

（故障データ入力） （作業分析入力）

MP設計

故障発生年　度
予算書

月　間
工程表

予実算
管理表

週間工程打合せ
（製造－保全）

試運転作業
計画

作　業
依頼票

発注
伝票

工事
発注

検査・修理基準

工事
実施

後工
検査

会計システム

検収伝票故障原因
分析書

実　績

保全データ
工場月報

本社月報

機器台帳

固定資産台帳

故障分析

保全MQ月報

本社MQマスター

本社故障報告

本社MQ集計

《定期検査・整備工事
 の実行管理》

（故障データ入力） （作業分析入

故障発生

週間工程打合せ
（製造－保全）

作業
計画

作 業
依頼票

故障原因
分析書

実 績

保全データ

本社MQマスター

入

《故障削減活動》

《MP 設計活動》

年度
計画

保全方式

中長期

保全計画

検査成績書

（故障データ入力） （作業分析入力）

MP設計

故障発生年　度
予算書

月　間
工程表

予実算
管理表

週間工程打合せ
（製造－保全）

試運転作業
計画

作　業
依頼票

発注
伝票

工事
発注

検査・修理基準

工事
実施

竣工
検査

会計システム

検収伝票故障原因
分析書

実　績

保全データ

本社月報

機器台帳

固定資産台帳

故障分析

保全MQ月報

本社MQマスター

本社故障報告

本社MQ集計

《変更管理》

《日常保全活動》
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7．MOSMS コンセプトの基本

　日本プラントメンテナンス協会では「保全経営」と「計画主

導の保全」について、『「経営に資する戦略的保全マネジメン

トシステム（MOSMS®/Maintenance　Optimum　Strategic　

Management　System）」の構築研究』として研究活動を行っ

ています。

（1）MOSMS の基本的な考え方

　MOSMS の基本的な考え方は以下のようにまとめられます。

	 ①	保全の最終目的は、ステークホルダーの利益の最大化

	 ②	経営と保全が同じ土俵に立ち「保全グランドデザイン」を描く

	 ③	「計画主導」で保全を実行

	 ④	経営の PDCAサイクルと保全の PDCAサイクルが連動する

	 ⑤	個々の既存および新技術を資源として活用し、それら資源の

多様性、変化・進歩を、仕組みの構造を変えずに取り込む

連動

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ
の PDCA

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

連動

ロス・リスクマネジメント
↓

設備保全戦略
保全グランドデザイン

設備に関わる

 経営の

  PDCA
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（2）MOSMS におけるロス・リスクの定義

	 ・	ロス：過去に発生した事象の結果が顕在化したもの、またその	

	 	 損害

	 ・	リスク：未来に発生し得る事象で、現在は潜在しているもの、	

	 	 またその事象に予測される損害
	

	 ①	機会損失ロス・リスク：ラインの停止、設備効率低下、設備操業度

低下、品質異常等によって、生産機会、販売機会を失うロス・リスク

	 ②	設備復旧・補修ロス・リスク：設備の復旧・補修に多大な費用また

は日数を要するロス・リスク

	 ③	製品品質ロス・リスク：リコールに象徴される、製品の品質上から

生じるロス・リスク

	 ④	労働災害ロス・リスク：設備により従事者の労働災害を発生させる

ロス・リスク

	 ⑤	産業災害ロス・リスク：火災・爆発などの事故がサイト外に及ぼす

災害のロス・リスク

	 ⑥	環境安全ロス・リスク：サイトからの漏洩物、排出物などにより、

サイト外の環境を損なうロス・リスク

	 ⑦	法的ロス・リスク：上記したような種々の因子に基づく法的責任を

生ずるロス・リスク
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（3）サイクルが回っていると錯覚しないために　

　工場経営において資源は有限であり、優先順位を決めて資源

配分を実施する必要があります。これは、優先順位をつけた方

がいいということではなく、決めなければならないことです。

　執行管理－－すなわちマネジメントの段階と機能を表すもの

が管理サイクル（（P〕：計画（Plan）、〔D〕：実行（Do）、〔C〕：評価・

分析（Check）、〔A〕：改善・反映（Action））です。

　　ここで、「『全体最適』であるように方向づけし、執行管理

していくことが『保全経営』」であり、PDCA の管理サイクルの

中心に、方向づけ “T”（経営意思）があってはじめて、効率的

に生き生きとサイクルが回ることになります。

　　逆に、方向づけがないと、計画という書類、執行したとい

う書類、検査したという書類という膨大な書類が「報告しなけ

ればならないから」という理由だけでつくられることになりま

す。そして、書類をつくればあたかも管理サイクルが回ってい

るかのように錯覚を起こすこととなりま

す。「意思を持った管理サイクル」こそが、

生きているサイクルなのです。

　この方向づけをもったサイクルを

「T-PDCA」（Target Based PDCA）と呼び

ます。T（ターゲット）とは、経営リスク

を最大限減少させる方向づけを行うこと

と言えます。

Ｔ

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ
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8．「仕組み」構築のポイント

（1）「保全戦略」

「保全戦略策定」は、会社（または事業場）の全体、すなわち経

営にとって最適な保全の仕組みをつくるフェーズです。

	 ①	生産に関する全社方針および設備に関する保全方針を明確化

する

	 ②	現状調査『保全水準評価』の実施

	 ③	現状調査『ロス・リスク評価』の実施

	 ④	保全戦略の設定

⑤	中長期資源配分計画

の設定

⑥	保全情報マネジメン

ト体制の構築

⑦	危機管理体制の構築

（１）ロス・リスクの
 特定と見積り
①従来ロスの分析
②予想リスク「損失額」の分析

（２）ロス・リスクの評価

〔1：生産に関する全社方針および設備に関する保全方針の明確化〕

〔2：現状調査
　『保全水準評価』の実施〕

〔3：現状調査
　『ロス・リスク評価』の実施〕

〔5：中長期資源配分計画
 の設定〕

〔7：危機管理体制の構築〕

〔6：保全情報マネジメント
 体制の構築〕

「保全戦略策定」の流れ

生産トップ
↓

生産の全社方針

重
点
管
理
項
目

の
抽
出

保全水準分析

保全データ

保全部門

全社の
保全方針

〔4：保全戦略
 の設定〕

保全戦略

（次期反映）

（次期反映）
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（2）「保全計画」

	 ①	「保全計画策定」

	 ・	保全計画対象設備の把握

	 ・	設備の重要度設定

	 ・	保全計画の作成

	 ・	予備品管理計画

	 ・	設備維持・更新投資計画の策定

	 ・	保全評価指標の設定

	 ②	「保全データ管理」

	 ③	「保全予算策定」

「保全計画作成」の流れ
保全計画

対象設備の把握

設備の重要度設定

保全計画の作成

予備品管理計画

設備維持・更新
投資計画

保全評価指標
の設定

対象範囲の設定
 ↓
保全管理境界の設定
 ↓
対象設備の管理区分の設定
 ↓
機器リストの作成

法定対象設備の把握
 ↓
設備・機器のリスクアセスメント
 ↓
設備重要度設定

「最小管理単位の部位」
の特定

部位単位の
保全方式の設定

設備重要度と
保全方式設定
標準の作成

機器別管理基準
の作成標準

● 中・長期保全計画

● 「最終」年次保全計画

部位単位の
保全方式の設定

実績による
保全方式の
設定

FMEAによる
保全方式の
設定

設備の
重要度

修理・整備
方式

検査
方式

①部位単位の故障モード、
 劣化パターンの洗出し
②過去の故障発生状況の把握
③部位単位のリスクアセスメ
 ント実施
 〔故障発生確率〕×〔故障の影響〕
 ×〔検知可能性〕
④部位単位の重要度による
 保全方式の設定
 （a）保全内容の設定
 （b）保全周期の設定
 （c）検査・診断方法の決定

様式－1
様式－2
様式－3

機器
単位

機器
単位

部位
単位

● 保全戦略
● 「保全予算策定」

残留リスク
の明記

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会2018c



－ 15 －

最適な設備管理の「仕組み」MOSMS® のご提案
MOSMS®-2018

◎：原則的に実施する
○：部分的に実施する
△：まれに実施するものがある

設備の重要度ランク

修理整備方式 検査方式

TBM CBM BDM SDI

ＯS I

定期診断
（検査機器を
用いた診断）

日常検査
（自主保全、
Co－Mo）

回転機器
（モーター含む）

S ◎ ○ ◎ ○ ◎
A ○ ◎ ○ ◎ ◎
B ○ ◎ △ ○ ◎
C △ ◎ ○

静止機器

S ○ ◎ ◎ ○ ◎
A ○ ◎ △ ◎ ○ ◎
B △ ◎ △ ○
C ◎ ○

配管・弁

S ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎
A ◎ ◎ △ ○ ◎ ◎
B △ ◎ △ ○
C ◎

電気機器

S ◎ ○ ◎ ○ ◎
A ◎ ○ ◎ ○ ◎
B ○ △ ◎ ○ ○
C ◎ ○ ○

計装機器

S ◎ ○ ◎ ○ ◎
A ◎ ○ ◎ ○ ◎
B ○ ◎ ○ ○
C △ ◎ ○

・TBM：Time Based Maintenance  ・CBM：Condition Based Maintenance
・BDM：Break Down Maintenance  ・SDI：Shut Down Inspection
・OSI：On Stream Inspection  ・OLI：On Line Inspection

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会2018c

（戦後） 1950 1960 1970 1980 2000

改良保全 Corrective Maintenance

予防保全 Preventive Maintenance

保全予防 Maintenance Prevention
生産保全 Productive Maintenance

Total Productive Maintenance

Maintenance Optimum Strategic Management System

タイムベースの保全
コンディションベースの保全

設備管理の歴史

事後保全 Breakdown Maintenance

1960

1957

1971 ＴＰＭスタート

1951

JIPM設立1981 MOSMS2006

1990

一般修理

：保全の要素技術（スキル）

必要なスキルは、上流側に拡大する！

改善修理

目視検査 非破壊検査 振動診断

MTBF管理 劣化傾向管理 FMEA解析

新・
 保全
  戦略

2016

複合データ解析

劣化未然防止
（劣化予兆診断）

設備設計

安全設計

材料解析評価

データ解析

寿命予測

最適更新
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TAgNo 33C360 重要度 [制定 ]　　　年　　月　　日 ／

機器名称
,No1 圧
縮機

S ／ ／

No
部位また
は補機名

部位
重要度

保全
方式
（部位）

定期検査・診断 定期修理・整備
日常点検、

Ｃｏ－Ｍｏ活動 資料
No.

内容 周期 内容 周期 内容 周期

1
圧縮機
本体

S TBM
・総合検査
( 総合オーバー
ホール )

2Y

2 ローター S
TBM

・軸振れ測定
・腐食検査
・スケール付着
状況検査

・羽根車カラー
チェック

2Y
・ローターク
リーニング

2Y
・振動値 ( オン
ライン )

1/ 直

CBM
・動バランス測
定

～

3 軸受 S TBM

・表面状態、カ
ラーチェック

・隙間測定、メ
タル当たり

2Y
・振動値 ( オン
ライン )

・給排油温度
1/ 直

機器別管理基準「様式－ 1」
公益社団法人日本プラントメンテナンス協会2018c

TAgNo 33C360 重要度 [制定 ]　　　年　　月　　日 ／

機器名称
No1圧
縮機

S ／ ／

部位または補
機名

管理
指標

管理基準
備考（基準外れによるトラブル想定
等）

ローター

軸振れ

・ローター軸の振れをオーバーホール（O／H）時に測
定する
  ※基準値　5/100mm 以下 ( メーカー製作時　3 ／
100mm以下 )
    測定箇所：6箇所　、測定数：4点／ 1箇所 (90°ごと )

・10/100 以上になると動バラン
スが狂い振動の原因となる。
　取説では 4/100mm 以上で
ローター手直しとなっている
が、過去の O／ H の結果　
5/100mmとする

・予備ローターの保管要領
  予備ローターのたわみを防ぐ
ため、2ヵ月に 1回 180°回
転させること

動バラ
ンス

・バランシングマシンでアンバランス量を測定し、許容
範囲であることを確認する
  ※許容アンバランス量：31.7 (g・cm)
    許容アンバランス量＝ 635・Ｗ／Ｎ (g・cm)
　　　　W：ローター重量
　　　　N：回転数

・メーカー取説では許容アンバ
ランス量は 33.96 (g・cm)
　計画回転数：6030r/min（rpm）
　計画ローター重量：322.5Kg
・ 許 容 ア ン バ ラ ン ス 量
31.7g ･ cmの根拠
　回転数N：6343r/min
　ローター重量W：317Kg
　　(メーカー動バランス検査
　　　成績書 )

機器別管理基準「様式－ 2」
公益社団法人日本プラントメンテナンス協会2018c
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最適な設備管理の「仕組み」MOSMS® のご提案
MOSMS®-2018

機器別管理基準「様式－ 3」

機器番号 機器名称 件　　　名 作業項目 周　　期 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

01GC-140A
 

圧縮機
換気ファンA
 
 

A ラ ン ク　C ／ C
検査整備 B 定期整備 02-00-00 ○  △  ○  ○  ○  

A ラ ン ク　C ／ C
定期検査A 定期点検 01-00-00 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

A ラ ン ク　C ／ C
定期点検 定期点検 00-06-00  △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

01GC-140B
 
 

圧縮機
換気ファンB
 
 

A ラ ン ク　C ／ C
検査整備 B 定期点検 02-00-00 ○  △  ○  ○  ○  

A ラ ン ク　C ／ C
定期検査A 定期点検 01-00-00 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

A ラ ン ク　C ／ C
定期点検 定期点検 00-06-00  △ ○ ○ ○ 様式－

2 ○ ○ ○ ○

01GC-280A
 
 

280A
換気ファンA
 
 

A ラ ン ク　C ／ C
検査整備 B 定期整備 02-00-00 ○  △  ○  ○  ○  

A ラ ン ク　C ／ C
定期検査A 定期点検 01-00-00 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

A ラ ン ク　C ／ C
定期点検 定期点検 00-06-00  △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

01GC-281
 

281
換気ファン
 
 

A ラ ン ク　C ／ C
検査整備 B 定期整備 02-00-00 ○  △  ○  ○  ○  

A ラ ン ク　C ／ C
定期検査A 定期点検 01-00-00 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

A ラ ン ク　C ／ C
定期点検 定期点検 00-06-00  △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

01GC-282B
 
 

282B
換気ファン
 
 

A ラ ン ク　C ／ C
検査整備 B 定期整備 02-00-00 ○  △  ○  ○  ○  

A ラ ン ク　C ／ C
定期検査A 定期点検 01-00-00 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

A ラ ン ク　C ／ C
定期点検 定期点検 00-06-00  △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

01GC-282A
 
 

282A
換気ファン
 

A ラ ン ク　C ／ C
検査整備 B 定期整備 02-00-00 ○  △  ○  ○  ○  

A ラ ン ク　C ／ C
定期検査A 定期点検 01-00-00 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

A ラ ン ク　C ／ C
定期検査A 定期点検 01-00-00  △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

A ラ ン ク　C ／ C 定期整備 02-00-00 ○  △  ○  ○  ○  

長期スケジュール表（機番別）
公益社団法人日本プラントメンテナンス協会2018c

機器別管理基準「様式－ 4」

工場：○○工場 プラント：△△プラント 工程：■■反応
機器番号：00P-1521B 機器名称：00冷塔 BTM抜出し

　　　　　ポンプ B
設置年月：1999/06

設置場所： 設置台数：1
機器レベル：機器 重要度：A

2007/3/28

件名 完了日
実績
金額

作業
項目

作業
時間

故障
原因

原因
性格

処置・
対策

作業内容
結果

1

01P-152B サク

ションストレー

ナー詰まり

2000/07/28 30,000 分解清掃 4 詰まり 設計 _構造 部品現状取替

2
01P-1521B スト

レーナー交換
2001/03/06 20,000 検査交換作業 2 詰まり 設計 _構造 部品現状取替

3
01P-1521B 吐出ラ

イン弁切込み
2001/04/18 25,000 改善工事 25 詰まり 設計 _構造 その他

4

01P-1521B サク

ションストレーナ

焼却

2001/04/25 50,000 焼却 1
破 損・ 切

損
設計 _構造 撤去

5

01P-1521B サク

ションストレーナ

焼却

2001/05/07 20,000 焼却 1 詰まり 運転条件設定 撤去 ､交換
予備品と

交換

保全履歴台帳（CMMSの保全履歴表）

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会2018c

保全経費 定常経費

非定常経費

予備費

保全経費 計画保全経費

非計画保全経費

予防保全経費

予知保全経費

事後保全経費

緊急保全経費
公益社団法人日本プラントメンテナンス協会2018c

「保全費の性格別分類」による予算作成・実績管理へ
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「保全実行管理」

「保全の役割分担設定」

保全実行

・日常保全活動
・定期検査・整備工事
・故障削減活動
・改善活動
・MP設計活動
・変更管理

年度
計画

保全方式

中長期

保全計画

検査成績書

（故障データ入力） （作業分析入力）

MP設計

故障発生年　度
予算書

月　間
工程表

予実算
管理表

週間工程打合せ
（製造－保全）

試運転作業
計画

作　業
依頼票

発注
伝票

工事
発注

検査・修理基準

工事
実施

後工
検査

会計システム

検収伝票故障原因
分析書

実　績

保全データ
工場月報

本社月報

機器台帳

固定資産台帳

故障分析

保全MQ月報

本社MQマスター

本社故障報告

本社MQ集計

《定期検査・整備工事
 の実行管理》

（故障データ入力） （作業分析入

故障発生

週間工程打合せ
（製造－保全）

作業
計画

作 業
依頼票

故障原因
分析書

実 績

保全データ

本社MQマスター

入

《故障削減活動》

《MP 設計活動》

年度
計画

保全方式

中長期

保全計画

検査成績書

（故障データ入力） （作業分析入力）

MP設計

故障発生年　度
予算書

月　間
工程表

予実算
管理表

週間工程打合せ
（製造－保全）

試運転作業
計画

作　業
依頼票

発注
伝票

工事
発注

検査・修理基準

工事
実施

竣工
検査

会計システム

検収伝票故障原因
分析書

実　績

保全データ

本社月報

機器台帳

固定資産台帳

故障分析

保全MQ月報

本社MQマスター

本社故障報告

本社MQ集計

《変更管理》

《日常保全活動》

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会2018c

（3）「保全実行」

	 ①	「保全役割分担の設定」

	 ②	「保全実行管理」

	 ・	日常保全活動の実行管理

	 ・定期検査・整備工事の実行管理

	 ・	故障削減活動の推進システム

	 ・	改善活動の推進システム

	 ・	MP 設計活動の推進システム

	 ・	変更管理
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最適な設備管理の「仕組み」MOSMS® のご提案
MOSMS®-2018

[Ｂ票]　　　　　　　 作 　 業 　 環 　 境 　 安 　 全 　 確 　 認 　 票

    安　全　確　認　項　目 運 保 運 保 運 保 運 保 運 保 運 保 運 保

イ．常時   ホ．試運転時
ロ．着工時   ヘ．検収時
ハ．着手時   ト．作業時
ニ．作業中時々巡回 チ．作業時

1.系の運転を停止する
2.当該機器の運転を停止する
3.圧力を無圧(０kg/cm2G)にする
4.ラインの縁を切る
5.内容物の(除去・洗浄・置換)をする
6.ガス検知をする
7.弁(ドレン、ベント)を解放する
8.周囲の可燃物を除去する
9.可燃性ガスを検知する
10.足場組立等の作業範囲を指定する
11.足場等の設置位置を指定する
12.空気置換をする
13.換気を継続する
14.酸素ガスを検知する
15.ラインの縁を切る(バルブカット不可)
16.専任監視人をつける
17.主電源スイッチ(切る、施錠、投入禁止表示)
18.制御電源(スイッチ、ヒューズ、プラグ)を切る
19.工事用電源ボックスNo.を指定する
20.インターロックの解除をする
21.手動への切り換えをする
22.バイパスへの切り換えをする
23.アナンシェーターの解除をする
24.計装空気を止める
25．
26．
27．
28．
29．
30.

1.工事後の整理整頓をチェックする
2.設備内に忘れ物がないか調べる
3.火気使用後の残火をチェックする
4.着工前の解除切替えを復帰する(項目ごとチェック)

特別指示、専用作業手続　etc．

  眼   鏡
雨
合
羽

防
塵
マ
ス
ク

安
全
帯

耳
栓

遮
光
眼
鏡

そ
の
他

     保　護　具　着　用　条　件
〇：常時着用　∨：常時携帯、必要時着用

防
災
面

ゴ
ム
手
袋

絶
縁
手
袋

ゴ
ム
長
靴

薬
液
残
ガ
ス

平
眼
眼
鏡

ゴ

ーグ
ル

火
気

         確　認　サ　イ　ン

特
　
記
　
事
　
項

終
了
時
・
完
了
時

作
業
立
会
い

着
　
　
　
　
工
　
　
　
　
前
　
　
･
　
　
着
　
　
　
　
手
　
　
　
　
前

 ／ ／  ／  ／  ／  ／  ／月　日
担　当

氏　名

         確　認　サ　イ　ン

記　号

足
場

酸
　
欠

電
　
源

計
　
装

共
通

作業環境の「安全」

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会2018c

（運転部門） （保全部門）

起案記入

受付

保全部門内
連絡協議

計画事項
記入

計画承認

着工（着手）前
安全確認

追記入起案記入

依頼承認

計画確認

作業完了（終了）時
安全確認

試運転・
スタートアップ

完了確認完了確認

保管

（作業実施）

[A票 ] ・工程
 ・件名
 ・希望納期
 ・依頼内容（依頼事項、規制条件）
 ・変更管理の適用要否
[B票 ] ・安全確認項目計画欄（運転）
 ・特記事項
 ・保護具着用条件

[AB票 ] ・指示、追記事項があれば追記入
 ・係長、（課長）承認捺印

[AB票 ] ・作業計画確認
 ・指示、追記事項があれば追記入
 ・係長（課長）またはその代理者
 　確認捺印またはサイン

[A票 ] ・受付年月日

保全部門各担当間に関連する作業に
ついて調整確認

[A票 ] ・作業計画（施工内容、範囲、
 　方法・・・）
 ・着工予定、完了予定月日時
 ・担当間依頼事項
 ・変更管理適用
[B票 ] ・安全確認項目計画欄
 （保全部門）
 ・特記事項　追記
 ・保護具着用条件　追記

[AB票 ] ・作業計画事項確認
 ・指示・追記事項があれば
 　追記入
 ・推進責任者指示事項記入
 ・係長（課長）承認捺印
 ※保留、中止の件名も理由を
 　記入し運転に返却

・運転・保全部門担当者で安全確認項目の計画項目について
　現場での実施状況を確認
・確認月日、氏名を記入
・施工企業への着工（着手）許可 

・運転・保全部門担当者で安全確認項目の計画項目について
　現場での実施状況を確認
・確認者氏名を記入

・試運転・スタートアップの時期は件名によって、完了
　確認の後にする場合もある
※この場合は依頼承認、または計画承認時に指示しておく

[A票 ] ・完了報告（フォロー指示、
 　工場への要望・・etc） 
 ※故障原因は速報とし、
 　詳細は故障原因分析書を
 　作成して報告 
 ・MQ指標欄記入
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[Ａ票]

件
名

依頼件名（なにを、どこが、どのように、etc）規制条件（法的、生産上、品質上、作業範囲、etc．）

「変更管理」の適用 □ 要 □ 否
施工内容、範囲、方法、時期、工程、検査内容、施工企業名、etc．

担当間連絡事項　（　　　　　）  →　（　　　　　）

認

確

推進責任者指示事項

故障原因、フォロー指示、工場への要望・報告事項

   計　　　画　　　性  作　　業　　分　　類

計
画
確
認

完
了
確
認

保
　
全

工
　
場

工
　
　
場

実施
保留
中止

課  長 係  長 担当

 着 工 予 定  完 了 予 定       年       月       時         年       月        時

工
程

依
頼
内
容

作
業
計
画
　
連
絡
・
協
議
・
決
定
事
項

完
了
報
告

Ｍ
Ｑ
指
標

   運　転　部　門 

設
備
工
事

プ
ラ
ン
ト
停
止

作
業
総
件
数

定
期
調
整

定
検
・
定
修

機
能
停
止

機
能
停
止
外

Ｈ
Ｈ
Ｋ
改
善

   そ　　の　　他故障予防
ト
ラ
ブ
ル
調
査

保
全
対
象
Ｂ

生
産
計
画

他
係
依
頼

   突　発　作　業
生
産
計
画
変
更

保
全
計
画
変
更

異
常
調
査

故
障
修
理

時
間

着工
完成

希望
納期

そ
の
他

計
画
作
業

計
画
外
作
業

部
品
購
入
製
作

　 　 　 　 　 　 　 　  依 頼
　 　 　 作 　 業 　 　 　 　 　 　 確 　 認 　 票
　 　 　 　 　 　 　 　  計 画

受　付

    保　全　部　門　
課  長 係  長 担当

        年       月       日
     月  　  日     時
     月  　  日     時

呼
出
しそ

の
他

運転部門 保全部門

「変更管理」の適用　要否
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A 票：「作業（依頼・計画）確認票

日常保全活動

B 票：「作業環境安全確認票」

A票・B票の「運用フロー」
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定期検査・整備工事

　「指示検収票」

故障削減活動
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「故 障 原 因 分 析 書」 作 成

運転との
ミーティング

保全情報管理
システム入力

（課）
MQ月報

部課
MQ月報

本社月報

故障統計
分析

設備の
超 安 定 化

工場長指示

本社指示

工場長指示

保全システム標準

共通技術基準

設備
改善

保全システム 改善

・保全方式
・検査・整備基準
・設計基準
・Co－Mo基準
・点検カレンダー

（代表事例）

職責者・担当者間検討

課・係内検討会

工場検討会

本社保全スタッフ
会議報告

工場長会議報告

故障発生
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「故障原因分析書」

「故障削減活動の推進システム」

項事記特・置処録　　　　記ト ン イ ポ 示 指目　　項№時　行　発
ーキのブーリスに時整調整調間隙ラペンイ5当　　担長　　係
てっ入にーキに実確が溝

とこるす認確かるい№ gaT
日月年工施30-40-10-C-検指 mm　　－mm＝mmmm1.0±　値整調

るす要を正修は外以時　収　検者業工施定　制
ペンイとブーリスは正修※当　　担長　　係者任責工施月9 年2 成平　

）障故（的目備整訂　改 整調ナイラで部ラ 　
）修定（ ブーリスは法寸ナイラ 　

）照参5図（は径外、しと径外内の 　

項事記特・置処録　　　　記ト ン イ ポ 示 指目　　項№
防入混水にスクッボ子端時解分1 トルボけ付め締ラペンイ※

かたしを止 はタガ、時たけ付め締を 　
）照参6図（かいな 　れ振前理修mm001/  　　　　　　　れ振定測れ振軸2

にトッケャジ、ナーレトス検点の品部属付6mm001/るす要を正修は上以
かいなはりま詰れ振後正修

プイパンョシーレュキーサ）照参1図（mm001/
ブーリス、ルタメ3 のﾅｰﾃﾘ、は時定測ﾙﾀﾒ※ かいなは形変りま詰に）側トンロフ（

定測耗磨 たけ付め締をﾄﾙ゙ﾎﾄｯｾ 　 てしし廻手りくっゆ、く軽検点し廻手7
とこるす定測に後 　 かいなが所い重mm　　－mm＝mm向方X

び及上以mm  　　　　　異差 　 mm　　－mm＝mm向方Y
は下以mm 　　　　　　　さ長 　

るす要を換交 　 ③②①）側ーアリ（
）ｷｯﾒ（品生再の゙ﾌｰﾘｽ※ mm　　－mm＝mm向方X
に面端、はきとるす換交と 　 mm　　－mm＝mm向方Y
るす認確かいながり残ｷｯﾒ 　

とこ 　 ）さ　長（
認確を無有の溝縦のﾙﾀﾒ※ mm側トンロフ

とこるす 　 ）照参2図（mm側ーアリ てて当に直垂をジーゲルヤイダ※
び遊の向方軸4 るす定測てし廻りくっゆく軽で手 　み組に逆はーラカトスラス※

かいないでん込　 ⑥⑤④）照参3図（
ﾄｯﾅけ付め締゙ﾌｰﾘｽ側ｰｱﾘ※
ﾞﾌｰﾘｽはｰｬｼｯﾜ、め止み弛 　

かいさ小りよ径外の 　
mm　　間隙 　 －＝

。るす要を正修は上以 　 －＝
ーナイラで部底のルタメ※

整調 　 ）照参4図（

るすくさ小位mm5.0 

示図トンイポ　

票収検示指　プンポドンャキ

法寸の時たし押法寸の時たい引間　隙

称名備設

月 　　年　　　
月 　　年　　　
月 　　年　　　

径外ブーリス径内ルタメ異差

）B(）A（

～

（）L（）A（ ℓ）

法寸の前込組　ー　法寸の後込組値整調

（）L（）g（ ℓ）

板当に様いなレズ ルヤイダ
ジーゲ

クッロブV盤　定

ルタメ
L スビトッセ

Y

Y

XX

Y

Y
XX

ブーリス

部心中

奥が方いき大がり取面

ーラカトスラス

L
ーターテス

ーターロ

トスラス
ーラカ　　　　ルタメ

Aℓ

す押

くおてっ測に前立組

ラペンイ
ブーリス

とこるあが間隙

＝

定測の部心中
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拠　根　の　値　準　基値　準　基　備　整目　　項
№　票検指 値整調ラペンイ

30-40-10-C検指

拠　根　の　値　準　基値　準　基　備　整目　　項
れ振軸

ブーリス、ルタメ ）径ラペンイ（分区ラペンイ※
値定測 mm002＝Tmm061＝S 　mm521＝R

mm004＝Wmm513＝V 　mm052＝U

機電国帝
プンポドンャキ
細詳式形

□□○□○○○○－○○□□

び遊の向方軸

番枠ーターモ

絶
縁
等
級

呼
び
電
圧

そ
の
他
の
仕
様

T
R
G

呼
び
耐
圧

ス
テ

ー

タ

ー

外
径
区
分

極
対
数

連
　
番

値準基　プンポドンャキ

機
　
種

ア
ダ
プ
タ
有
無

材
　
質

月　　　年　　　

月　　　年　　　

定制

定改

月　　　年　　　

振
れ
（
1/
10
0m
m
）

）mm（径軸

mpr0081～051
mpr0063

mpr0054

2
3
4
5
6
7

0010908060402

Lーキ
ンピはたま

ﾄﾌｬｼ

ｰﾗｶﾄｽﾗｽ ﾞｸﾝﾘｱ゙ﾍ
ﾞﾌｰﾘｽﾄﾌｬｼ

B A

)mm：位単(

B－A
2.443.0011
2.944.0012
2.954.0022 ,013
2.964.0023 ,014
2.875.0024 ,015
0.3115.0025 ,016
0.9115.0026 ,017
5.8216.0027

Ｌ番枠ーターモ
値界限耗磨

)mm：位単(
値　界　限
9.1 ～ 7.0011
1.2 ～ 7.0012
1.2 ～ 7.0022 ,013
5.2 ～ 9.0023 ,014
9.2 ～ 1.1024 ,015
0.3 ～ 2.1025 ,016
4.3 ～ 4.1上以026 ,上以017

番枠ーターモ

式　形種機 側ﾄﾝﾛﾌ
溝　縦

側アリ
溝　縦

○○形本基F

R ｽｰ゙ﾊﾘ
形ﾝｮｼｰﾚｭｷｰｻ ○×

S-K 点融高
形環循用液 ○○

○○付ﾀ゚ﾌ゙ﾀｱ形本基AF

AR ｰﾚｭｷｰｻｽｰ゙ﾊﾘ
形ﾀ゚ﾌ゙ﾀｱﾝｮｼ ○○

K 点融高
形環循内軸用液 ○○

×○形離分温高B

○○式吸自G

×○形ﾙｰｼｰﾘﾗｽD

表覧一式形grBプンポドンャキ機電国帝

）mm：位単（
値整調 g分区 ラペンイ番枠ーターモ値整調 g分区 ラペンイ番枠ーターモ
4.4S0.4R011
6.4T0.4S ,R
0.5U2.4T
0.6V0.4S ,R
4.4S2.4T
6.4T7.4U
0.5U2.4S ,R
0.6V5.4T
8.4T0.5U
4.5U0.6V
4.6W ,V--

015
024

016
025

上以017
上以026

値　整　調　g

012

013

014
023
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最適な設備管理の「仕組み」MOSMS® のご提案
MOSMS®-2018

教育・訓練計画の
実施計画

◆ 必要な機能（能力）と技術・技能の選定
   ↓
◆ あるべき姿（職階プロファイル）の設定
   ↓
◆ 教育ガイドラインの作成
 ・教育到達レベル
   ↓
◆ 教育実施計画の作成と実施
 ・年次別教育計画（科目・資格・仕組み）
   ↓
◆ 育成状況のフォロー
 ・個人別教育状況表

保全戦略

保全方針

中長期
要員計画

教育・訓練計画の
基本方針

基本方針の明示

階層別教育・訓練
対象者の決定

専門保全教育

保全管理者教育

オペレーター教育

階層別教育体系
の決定

「保全教育・訓練」のフロー
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（4）「保全教育・訓練」

	 ①	教育・訓練の基本方針の策定

	 ②	専門保全員の教育・訓練計画

	 ・	必要な機能と技術・技能の選定

	 ・	あるべき姿（職階プロファイル）の設定

	 ・	教育ガイドラインの作成

	 ・	教育実施計画の作成と実施

	 ・	育成状況のフォロー

	 ③	運転員（オペレーター）の教育・訓練計画

	 ④	保全に関する管理者の教育
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9．スパイラルアップするサイクルとは何か

（1）「管理基準」と「スパイラルアップ」の関係

「仕組みづくり」の中で、いったん定められた「管理基準」は、

その後どうなっていくでしょうか？

「保全実行」の段階で、たとえば改善によって部位の保全周期

が変更されたとします。これを受けて、管理基準およびこれを

定めた技術的根拠がともに書き換えられることになります。

　もし、基準や根拠が変わらなかったら、全体としての実力は

ちっとも上がらなくなってしまいます。

　改善によるスパイラルアップとは、基準の改善があってはじ

めて成し遂げられるといえます。

（2）「暗黙知」から「形式知」へ：プランド・メンテナンス

　注意したいことは、スキルのある人ほど作業スケジュール表

をもって、「これが計画である」と考えてしまいがちなことで

す（図では「スケジュールド・メンテナンス」）。

　管理サイクル PDCA のチェック「C」以降は、人の頭の中で

行われているために、「仕組み」として「C」[A] 機能が働かな

くなってしまいます。

　計画的な保全全体のサイクルが回り、スパイラルアップでき

る「仕組み」として管理基準およびこれを定めた技術的根拠を

核とした「プランド・メンテナンス」の仕組みづくりが大切と

いえます。
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最適な設備管理の「仕組み」MOSMS® のご提案
MOSMS®-2018

「管理基準」と計画的保全サイクル

スパイラルアップ
の条件

年間の実施計画書 例設計基準、点検基準、設備点検表、
チェックリスト

一般的な保全基準
例

プランド・メンテナンス
（planned maintenance）

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

切れている！

人の頭
の中

・スケジュールに相当するもの 
 定修工事予定表
 定期整備項目
・履歴に相当するもの 
 修理報告書
 設備点検リスト
 重大トラブルフォロー

例

機器台帳
例

機器ごとの
管理基準

（保全カルテ）
＆技術根拠

スケジュールド・メンテナンス
（scheduled maintenance）

保全作業の
スケジュールと履歴
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10．現状を生かして、仕組みを「再構築」するた
めに－－「C」（保全水準評価）から始める

　どのような工場およびプラントでも、すでに既存の設備管理

の仕組みが存在しています。この既存の仕組みを、よりあるべ

き姿に近づることが目標となるでしょう。

　このとき、まず現状を正確に評価しなければ、その事業場や

工場にとって有効な仕組みづくりには着手できません。

　したがって、計画的な保全力の向上は、正確に現状把握をす

る「C（評価）」から始まると言えます。管理サイクル PDCA の

構築・再構築は、CAP-Do の流れと言われる所
ゆえん

以です。

　CAP-Do の流れは、具体的に以下のようになります。

『保全水準評価』によって、正確な「現状把握」を行い、ある

べき姿との対比からその事業場や工場の「強み」「弱み」を知り、

「弱み（穴）」を改善するための「課題抽出」を行います。抽出

された課題に優先順位を

付し、課題の解決方法を

決定していくのです。

「課題解決方法」の選択に

当たり、抽出された課題

の優先順位づけと決定は

経営と技術の両面から行

う必要があるでしょう。

計画主導の
保全

「仕組み」づくり

Ｃ

Ａ

Ｐ

Ｄ

スタート
次期
保全水準
評価

スパイラル
アップ

レビュー

次期戦略・計画

保全実行

課題
抽出
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最適な設備管理の「仕組み」MOSMS® のご提案
MOSMS®-2018

　MOSMS では、設備ユーザー（オーナー）の視点から果たす

べき保全の機能と仕組みを体系化しています。

　したがって、MOSMS の『保全水準評価』は、設備ユーザー

として果たすべき保全の水準を診るものです。

　業務の一部を請負うまたは委託されるアウトソーサー（メン

テナンス・サービス会社、設備メーカー等）においては、『保

全水準評価』の基準内容－－顧客である設備ユーザーの管理視

点を十分に理解し、これに応える視点を得ることに役立つで

しょう。また元請けとして下請けに業務を委託する折り等に、

どのような管理視点を持てばよいのか等において、参考となる

はずです。

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ 保全業務

保全戦略・保全計画

保全の実行計画

保全実行
（自社）

保全実行
（アウトソーシ

ング）

保全実行（実施）

保全評価

検収、評価

改善

改善

Ｐ

Ｄ Ｄ

Ｃ

Ａ 保全実行
（実施）

設備ユーザー
（オーナー）の
保全業務

MOSMS
『保全水準評価』

の対象
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MOSMS のコンセプト MOSMS実践の手順／保全マネジメントのバイブル 「保全水準評価」の5段階基準

11．「保全水準評価」について

（1）仕組みの “あるべき姿” を理解する

「保全水準評価」は、あるべき姿との対比から正確な「現状把握」

を行うものです。

　MOSMS では、全体的な考え方を『経営のための保全学』（2006

年 7 月）に、この考え方のもとに計画的な保全の仕組みをつく

る具体的な手順を『MOSMS 実践ガイド』（2008 年 1 月）に示

しました。

「保全水準評価」を実施するにはあるべき保全の仕組みを熟知

する必要があり、『MOSMS 実践ガイド』を座右の銘として活用

されることをお薦めします。

（2）『保全水準評価プログラム』の活用

「保全水準評価」は、定期的に保全水準を評価・レビューし、

経営と保全が共に課題に気づき修正する、国内外で有効な手段

であることが多くの企業での実践からわかってきました。そこ

で、“課題解決の具体的な戦略的判断が行える手段” として『保
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経営
ロス・リスクの
最小化

PQCDSME
ロス・リスクの
最小化

4Mとこれを
マネジメントする

仕組み（1M）のそれぞれが
下記点で満足

・自主性（自ら判断し改善できる
 →モチベーションUP）

・均質性（業務品質にバラツキがない）
・最新性（新技術を扱うスキルがある）
・網羅性（対象範囲、対象業務が抜け
 なく実施されている）

・永続性（情報・人的ナレッジが
 伝承されている）

経済性

平常時と非常時
の連携経営レベル

（資源配分の意思決定）

ミドルレベル
（マネジャー）

保全実施レベル
（現場）

重点性

保
全
水
準
評
価

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会2018c

全水準評価プログラム』（2015 年 6 月）を発行しました。

　この『保全水準評価プログラム』は、「5段階評価による評価

の基準化」を図ったもので、文書による解説テキストに加え、

ツールとしてのエクセルプログラムを収めた CD-ROMを付属し

ています。

（3）マネジメント階層の適切な連携を促す

　永続的に有効な「資源配分」（メンテナンス・アセットマネ

ジメント）を行うためには、「経営レベル」「ミドルレベル」「保

全実施レベル」のマネジメントの階層ごとに資源配分を決定す

る判断基準を持つ必要があります。『保全水準評価』は、この

判断基準に当たるものといえます。
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設
問
項
目

（
全
13
0
項
目
の
内
、
10
サ
ン
プ
ル
）

設
問
内
容

確
認
資
料

５
段
階
評
価
レ
ベ
ル

大
項
目

中
項
目

小
項
目

N
o

レ
ベ
ル
１

レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
３

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
５

1．
保
全
の
方
針

と
中
長
期
計
画
 

 （
1
／
14
項
目
）

1
－
1

保
全
の
方
針
と
課

題

（
2）
課
題
抽
出
の

方
法

4

保
全
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
、
改
善
の
た
め

の
課
題
を
抽
出
し
て

い
ま
す
か

【
成
果
指
標
デ
ー

タ
】

保
全
デ
ー
タ
分
析
の

仕
組
み
が
な
い
、
ま

た
は
保
全
デ
ー
タ
を

蓄
積
し
て
い
な
い
 

的
確
な
保
全
デ
ー
タ

分
析
を
行
う
た
め
の

指
標
が
設
定
さ
れ
て

い
な
い
 

的
確
な
保
全
デ
ー
タ

分
析
を
行
う
た
め
の

指
標
が
設
定
さ
れ
て

い
る
 

改
善
課
題
を
抽
出
す

る
た
め
に
、
設
定
さ
れ

た
指
標
に
基
づ
い
て

的
確
な
保
全
デ
ー
タ

分
析
を
行
っ
て
い
る
 

改
善
課
題
を
抽
出
す

る
た
め
に
、
設
定
さ

れ
た
指
標
に
基
づ
い

て
的
確
な
保
全
デ
ー

タ
分
析
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
る
 

2．
保
全
計
画
の

策
定
 

 （
3
／
24
項
目
）

　

2
－
1

保
全
計
画
の
策
定

（
2）
保
全
の
管
理

単
位
の
設
定

18

保
全
計
画
対
象
の
全

設
備
に
つ
い
て
、「
保

全
の
最
小
管
理
単
位

（
保
全
の
実
態
に
合
わ

せ
た
管
理
単
位
）」
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す

か
（
ど
う
い
う
単
位

で
そ
の
設
備
を
保
全

す
る
か
）

設
備
の
管
理
区
分
を

設
定
し
て
い
な
い
 

階
層
区
分
を
工
程
－

設
備
－
機
器
レ
ベ
ル

に
至
る
階
層
展
開
を

行
い
、
管
理
区
分
を

体
系
的
に
設
定
し
て

い
る
 

保
全
の
形
態
（
自
社

で
保
全
す
る
か
、
外

注
委
託
す
る
か
な
ど
）

に
合
わ
せ
て
、「
最
小

管
理
単
位
（
保
全
の

実
態
に
合
わ
せ
た
管

理
単
位
）」
を
設
定
し

て
い
る
 

 

保
全
計
画
対
象
の
全

設
備
に
対
し
て
適
切

な
「
最
小
管
理
単
位
」

を
設
定
し
て
い
る
 

 

保
全
計
画
、
保
全
評

価
お
よ
び
保
全
実
行

（
故
障
分
析
・
作
業
分

析
な
ど
）
を
効
率
的
・

効
果
的
に
実
施
す
る

際
に
、
保
全
の
「
最

小
管
理
単
位
」
を
活

用
し
て
い
る
 

（
6）
機
器
単
位
ご

と
の
設
備
管
理
基

準
の
設
定

28

重
要
度
の
高
い
設
備

に
対
し
て
は
、
機
器

ご
と
の
保
全
内
容
の

「
技
術
的
根
拠
」
が
明

確
で
、
文
書
化
さ
れ

て
い
ま
す
か
 

基
準
の
「
技
術
的
根

拠
」
と
し
て
、
検
査
・

診
断
や
整
備
に
使
用

さ
れ
る
検
査
成
績
書

や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

が
準
備
さ
れ
て
い
ま

す
か
 

【「
機
器
別
管
理
基

準
」
の
設
定
根
拠
】

重
要
度
の
高
い
設
備

に
対
し
て
、「
機
器
別

管
理
基
準
」
の
「
技

術
的
根
拠
」
と
な
る
、

検
査
・
診
断
や
整
備

に
使
用
さ
れ
る
検
査

成
績
書
や
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
 

検
査
・
診
断
や
整
備
に

使
用
さ
れ
る
検
査
成

績
書
や
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
は
あ
る
が
、
技

術
的
な
管
理
基
準
の

設
定
に
は
活
用
し
て

い
な
い
 

検
査
・
診
断
や
整
備

に
使
用
さ
れ
る
検
査

成
績
書
や
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
活
用
し
て
、

各
部
位
に
対
し
て
、
管

理
ポ
イ
ン
ト
（
管
理

指
標
）
と
技
術
的
な

管
理
基
準
を
設
定
し

て
い
る
 

各
部
位
に
対
し
て
、
管

理
ポ
イ
ン
ト
（
管
理

指
標
）
と
技
術
的
な

管
理
基
準
を
満
足
す

る
た
め
の
具
体
的
な

保
全
方
法
を
設
定
し

て
い
る

重
要
度
の
高
い
設
備

に
対
し
て
、「
機
器
別

管
理
基
準
」
設
定
の

技
術
的
根
拠
が
文
書

化
さ
れ
て
い
る
 

 

2
－
4

年
次
保
全
予
算
の

策
定

（
1）
年
次
保
全
予

算
の
策
定

37

「
保
全
予
算
」
は
、
技

術
的
な
保
全
方
式
と

結
び
つ
い
た
区
分
け

（
保
全
費
の
性
格
別
分

類
）
に
よ
っ
て
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
か

【
年
次
保
全
予
算

書
】

「
保
全
費
分
析
」
の
重

要
性
を
認
識
し
て
い

な
い
 

「
保
全
費
分
析
」
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い

る
が
、「
保
全
予
算
」

が
、
技
術
的
な
保
全

方
式
と
結
び
つ
い
た

区
分
け
（
保
全
費
の

性
格
別
分
類
）
に
な
っ

て
い
な
い
 

 

「
保
全
予
算
」
は
、
技

術
的
な
保
全
方
式
と

結
び
つ
い
た
区
分
け

（
保
全
費
の
性
格
別
分

類
）
に
よ
っ
て
編
成

さ
れ
て
い
る
 

 

保
全
担
当
部
署
は
経

営
に
対
し
、
保
全
費

用
の
「
性
格
別
分
類
」

を
も
と
に
「
保
全
予

算
案
」
を
レ
ビ
ュ
ー

し
て
い
る
 

経
営
と
保
全
担
当
部

署
の
両
者
が
、
保
全

費
用
の
「
性
格
別
分

類
」
を
も
と
に
保
全

の
予
算
お
よ
び
実
績

を
管
理
し
て
い
る
 

公
益
社
団
法
人
日
本
プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
20
18

c

「保全水準評価」項目のサンプル
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「保全水準評価」項目のサンプル
設
問
項
目

（
全
13
0
項
目
の
内
、
10
サ
ン
プ
ル
）

設
問
内
容

確
認
資
料

５
段
階
評
価
レ
ベ
ル

大
項
目

中
項
目

小
項
目

N
o

レ
ベ
ル
１

レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
３

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
５

3．
保
全
の
実
行

計
画
・
管
理
 

 （
2
／
32
項
目
）

3
－
2 

保
全
部
門
の
業
務
（
2）
業
務
の
標
準

化
44

保
全
作
業
全
般
の

PD
CA
が
回
る
業
務

の
進
め
方
（「
保
全

業
務
の
ジ
ョ
ブ
フ

ロ
ー
」）
が
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
か

【
保
全
業
務
の
ジ
ョ

ブ
フ
ロ
ー
】

保
全
作
業
全
般
の
業

務
の
進
め
方
（「
保

全
業
務
の
ジ
ョ
ブ
フ

ロ
ー
」）
が
作
成
さ
れ

て
い
な
い

「
保
全
業
務
の
ジ
ョ
ブ

フ
ロ
ー
」
は
作
成
さ
れ

て
い
る
が
、
保
全
作

業
全
般
の
PD
CA
が

回
る
業
務
の
進
め
方

と
な
っ
て
い
な
い
（
一

部
の
保
全
作
業
し
か

整
理
さ
れ
て
い
な
い
） 

保
全
作
業
全
般
の

PD
CA
が
回
る
業
務
の

進
め
方
（「
保
全
業
務

の
ジ
ョ
ブ
フ
ロ
ー
」）

が
作
成
さ
れ
て
い
る
 

 

ム
ダ
な
作
業
を
排
除

し
、
か
つ
「
や
る
べ
き

作
業
」
と
し
て
、
日

常
的
な
業
務
の
中
に
、

故
障
削
減
活
動
や
コ

ス
ト
削
減
、
生
産
性

向
上
な
ど
の
改
善
活

動
が
含
ま
れ
て
い
る
 

 

保
全
方
式
や
管
理
基

準
見
直
し
、
点
検
整

備
周
期
見
直
し
反
映

の
業
務
等
が
ジ
ョ
ブ

フ
ロ
ー
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
（
保
全
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
へ

の
反
映
も
含
む
） 

3
－
6 

日
常
保
全
の
作
業

管
理

（
2）
作
業
環
境
・

安
全
確
認

63

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
さ
れ
る
こ
と
で
、

安
全
作
業
を
確
保
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
か

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
さ
れ
て
い
な
い

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
す
る
仕
組
み
が
明

確
に
な
っ
て
い
な
い

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
す
る
仕
組
み
が
明

確
に
な
っ
て
い
る

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
さ
れ
る
こ
と
を
周

知
徹
底
さ
せ
る
仕
組

み
が
あ
る
 

 

「
作
業
（
依
頼
・
計
画
）

確
認
票
」
と
「
作
業

環
境
・
安
全
確
認
票
」

が
ペ
ア
と
な
っ
て
運

用
さ
れ
る
こ
と
で
、
労

働
災
害
、
公
害
、
設

備
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

発
生
の
未
然
防
止
が

確
実
に
達
成
さ
れ
て

い
る
 

4．
保
全
の
実
施

と
改
善
 

 （
2
／
23
項
目
）

4
－
2 

運
転
員
に
よ
る
日

常
点
検

（
1）
運
転
員
に
よ

る
日
常
点
検

80

運
転
部
門
は
、
保
全

部
門
と
協
議
し
て
、

自
ら
「
日
常
点
検
基

準
書
」
を
作
成
し
て

い
ま
す
か

【
日
常
点
検
基
準

書
】

「
日
常
点
検
基
準
書
」

は
作
成
さ
れ
て
い
な

い

「
日
常
点
検
基
準
書
」

は
あ
る
が
、
運
転
部

門
自
ら
が
作
成
し
た

も
の
で
は
な
い

運
転
部
門
と
保
全
部

門
の
協
議
の
う
え
、
定

め
た
「
日
常
点
検
項

目
」
を
元
に
、「
日
常

点
検
基
準
書
」
と
し

て
運
転
部
門
自
ら
作

成
し
て
い
る
 

 

「
日
常
点
検
基
準
書
」

は
、
点
検
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
や
点
検
作
業

マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
な

り
、
点
検
品
質
の
維

持
と
作
業
安
全
の
確

保
が
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
 

 

運
転
部
門
が
自
主
的

に
「
日
常
点
検
基
準

書
」
を
作
成
で
き
る
よ

う
に
保
全
部
門
が
「
機

器
別
管
理
基
準
」
を

ベ
ー
ス
と
し
て
作
成

指
導
を
行
っ
て
い
る
 

4
－
3 

故
障
削
減
活
動
の

推
進

（
2）
故
障
分
析
シ

ス
テ
ム

88

故
障
分
析
お
よ
び
対

策
は
、
職
責
者
（
管

理
者
）
の
技
術
レ
ベ

ル
で
対
策
し
て
い
ま

す
か

「
故
障
原
因
分
析
書
」

を
作
成
し
て
い
な
い

故
障
分
析
お
よ
び
対

策
を
、
職
責
者
（
管

理
者
）
の
技
術
レ
ベ

ル
で
行
っ
て
い
な
い

（
担
当
者
任
せ
と
な
っ

て
い
る
）

担
当
者
が
「
故
障
原

因
分
析
書
」
作
成
後
、

作
成
内
容
を
管
理
者

と
の
間
で
技
術
検
討

し
て
い
る
（
担
当
者
任

せ
と
な
っ
て
い
な
い
） 

 

技
術
検
討
結
果
を
反

映
し
、
保
全
係
（
課
）

内
の
技
術
的
な
検
討

会
等
で
共
有
化
し
て

い
る
 

「
故
障
原
因
分
析
書
」

は
、
書
く
だ
け
で
な

く
、
上
席
が
一
緒
に

な
っ
て
、
議
論
し
、
教

え
る
仕
組
み
と
し
て

重
要
で
あ
る
こ
と
が

認
識
さ
れ
、
技
術
伝
承

の
仕
組
み
の
一
貫
と

し
て
機
能
し
て
い
る
 

 

公
益
社
団
法
人
日
本
プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
20
18

c
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「保全水準評価」項目のサンプル
設
問
項
目

（
全
13
0
項
目
の
内
、
10
サ
ン
プ
ル
）

設
問
内
容

確
認
資
料

５
段
階
評
価
レ
ベ
ル

大
項
目

中
項
目

小
項
目

N
o

レ
ベ
ル
１

レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
３

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
５

5．
保
全
の
評
価
と

基
盤
整
備
 

 （
1
／
23
項
目
）

5
－
6 

保
全
評
価
の
共
有

化

（
1）
保
全
評
価
の

共
有
化

11
5

保
全
実
績
・
保
全
評
価

を
経
営
や
事
業
所
他

部
門
な
ど
へ
報
告
し
、

レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る

仕
組
み
が
で
き
て
い

ま
す
か
（
保
全
月
報
・

年
報
な
ど
）

保
全
実
績
・
保
全
評
価

を
経
営
や
事
業
所
の
他

部
門
な
ど
へ
レ
ビ
ュ
ー

す
る
仕
組
み
が
な
い

保
全
実
績
・
保
全
評
価

を
経
営
や
事
業
所
の
他

部
門
な
ど
へ
レ
ビ
ュ
ー

す
る
仕
組
み
は
あ
る

が
、
継
続
し
て
保
全
の

保
全
実
績
評
価
を
行
う

た
め
の
評
価
指
標
（
保

全
品
質
指
標
・
M
Q
指

標
）
を
明
確
に
し
て
い

な
い
 

工
場
や
プ
ラ
ン
ト
に
適

し
た
項
目
を
評
価
対
象

と
し
て
、
故
障
対
策
や

保
全
作
業
の
品
質
向
上

な
ど
を
目
的
と
し
た
評

価
指
標
（
保
全
品
質
指

標
・
M
Q
指
標
）
を
明

確
に
し
、
継
続
し
て
保

全
の
保
全
実
績
評
価
を

行
っ
て
い
る
 

 

「
保
全
品
質
指
標
・
M
Q

指
標
」
の
結
果
を
、
毎

月
確
実
に
記
録
・
集
計

し
た
結
果
を
「
保
全
月

報
」
と
し
て
ま
と
め
、

年
度
ご
と
等
に
整
理

し
、
年
報
等
と
し
て
ま

と
め
、
そ
の
年
度
（
期
）

の
ト
レ
ン
ド
を
見
て
い

る
 

本
社
の
統
括
部
署
等
が
、

各
工
場
の
弱
点
、
問
題

点
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

き
て
お
り
、
経
営
に
よ

る
保
全
評
価
が
可
能
と

な
っ
て
い
る

6．
保
全
の
人
財
育

成
 
 （
1
／
14
項
目
）

6
－
4 

保
全
に
関
す
る
管

理
者
教
育

（
1）
保
全
に
関
す

る
管
理
者
教
育

12
9

生
産
保
全
に
関
す
る

管
理
者
に
必
要
な
機

能
（
能
力
）
が
整
理

さ
れ
て
い
ま
す
か
 

 ま
た
、
教
育
実
施
内

容
が
、
個
々
の
専
門

的
知
識
で
は
な
く
生

産
現
場
に
お
け
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
を

主
体
と
し
て
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
か
 

【
管
理
者
教
育
項

目
】

生
産
保
全
に
関
す
る
管

理
者
に
必
要
な
機
能

（
能
力
）
が
整
理
さ
れ

て
い
な
い

生
産
保
全
に
関
す
る
管

理
者
に
必
要
な
機
能

（
能
力
）
が
整
理
さ
れ

て
い
る
が
、
保
全
を
戦

略
的
に
立
案
し
実
行
す

る
と
い
う
観
点
が
欠
け

て
い
る
 

保
全
を
戦
略
的
に
立
案

し
実
行
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
生
産
保
全
に

関
す
る
管
理
者
に
必
要

な
機
能
（
能
力
）
が
整

理
さ
れ
て
い
る

管
理
者
教
育
の
実
施
内

容
が
、
個
々
の
専
門
的

知
識
で
は
な
く
、
生
産

現
場
に
お
け
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
教
育
を
主
体
と

し
て
策
定
さ
れ
て
い
る

保
全
水
準
評
価
の
実
施

を
通
し
て
、
実
効
性
の

あ
る
「
保
全
管
理
者
教

育
」
が
、
継
続
的
に
確

実
に
実
施
さ
れ
て
い
る

公
益
社
団
法
人
日
本
プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
20
18

c
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12．専門診断員による「保全水準評価」：   
  『MOSMS 診断』

　どのように保全水準を評価したらいいか、評価してみたがこ

れで本当によいのだろうか・・・・・自ら取り組む企業が最初

に悩むところです。そこで、企業自らの「保全水準評価」体制

を構築するために、JIPM 専門診断員による『MOSMS 診断』か

らの開始をお薦めしています。

『MOSMS 診断』は、実績のある JIPM 専門診断員が貴所の「保

全経営力」を「保全マネジメント力（仕組み力）」の観点から

診断し、現在の課題を抽出することで「計画保全体制」の再構

築を目指すものです。

　詳細は、JIPMホームページをご参照ください。

http://www.jipm.or.jp/business/support/
をご参照ください！
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